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基本方向 

都市づくりの取り組みにおける「協働」のしくみの充実 

 

この計画にもとづいて今後の都市づくりを展開していくため，取り組みを支えるしくみに関

する方針を整理します。 

前章までで整理してきたとおり，これからの都市づくりにおいては，既存の市街地や都市基

盤施設を再生，活用しながら，きめ細かな取り組みを積み重ねていくことが重要となっていま

す。そして，具体の取り組みに際しては，そこで暮らしている市民をはじめ，企業や行政など

都市の構成員が相互に役割と責任を担い合うことが求められます。 

以上の認識のもと，ここでは，「都市づくりの取り組みにおける『協働』のしくみの充実」を

基本方向として方針を整理しました。 

 

方針１ 

取り組みの内容に応じた多様な「協働」 

 

 

都市づくりは，「企画・計画」の段階から「事業等の実施」を経て「維持・管理」の段階へ

と至り，さらに「評価・見直し」を踏まえて新たな「企画・計画」へとつながる，循環的な

取り組みの積み重ねで進められます。 

また，取り組みの対象は，都市全体を広く見渡すことが求められる広域的・根幹的な事項

から，地域の個性や独自性の尊重が求められるきめ細かな事項まで，さまざまな広がりをも

っています。 

そのため，取り組みの段階や対象の広がりに応じた多様な「協働」が求められます。 

 

取り組みの方向 

ア 取り組みの各段階を通じた協働 

・「企画・計画」から「事業等の実施」，「維持・管理」，「評価・見直し」まで，取り

組みの各段階で，協働の取り組みを進めます。 

・継続的に取り組みを推進する体制を，テーマに応じて適切につくります。 

  

イ 対象の広がりに応じた協働 

・線引きや用途地域，周辺市と連絡する幹線道路など．広域的な影響をもつ事項につ

いては，多様な立場の利害をより総合的視点から調整していく必要があるため，行

取り組みを支えるしくみ ５ 
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政の主体性と責任が強く求められます。そのため，行政からの充分な情報提供と幅

広い意見交換のもと，具体の取り組みを進めます。 

・地区計画や住宅市街地内の生活道路など，地域的な事項については，地域住民の自

主的な関わりが特に重要です。行政は，地域の自主的な活動への支援や，全市的な

観点からの取り組みの方向性の調整を行います。 

 

   ■対象の広がりに応じた協働(イメージ) 

 きめ細かく地域を見る

広く全体を見渡す 

地区計画 生活道路

など

線引き 

用途地域
幹線道路

など

主体的な活動 

関心・意見 
情報提供 

総合的な判断 

適切な支援 

市民 行政 

など 

 

 

ウ 協働による地域の取り組みの推進 

・地域の住民など主体的な取り組みを行政が支援し，地域ごとの都市づくりの指針を

定めるなど，市民・企業・行政などの協働による地域の取り組みを推進します。そ

の際，施設等の維持管理や建物更新の段階的誘導など，事後の継続的展開をも視野

に入れた推進体制づくりを重視します。 

 

■地域の主体的な都市づくりの推進(イメージ) 

 

・マスタープランを踏

まえた誘導・支援 

など 

・情報提供，啓発 

・取り組みのきっか

けづくり 

など 

 

 

 

 

 

 

 

・取り組みに応じた

体制づくり 

・継続的な活動 

 

など 

発   意 

目標・指針・計画づくり 

具体的な取り組み 

も
の
づ
く
り 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動 

ル
ー
ル
づ
く
り

 

・活動の支援 

・都市計画によるルー

ル・事業の担保 

・必要な基盤整備 

など 

行 政 地域の住民など ・他地域の取り組みの誘発
・取り組みの進展 
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エ 行政の取り組みの総合化 

・個別の施策が相互に整合して展開され，総合的かつ一体的な都市づくりが推進され

るよう，関係部局がこのマスタープランを共有し，個々の取り組みについてマスタ

ープランとの整合を確保します。 

・各種施策を効率的・効果的に推進するため，行政の関係部局間での連携・協力を一

層強め，テーマに応じた推進体制のもとで総合的な取り組みを進めます。特に，都

市づくりの力点に掲げた５つのテーマについては，行政としても積極的かつ重点的

に取り組みを推進します。 

・上位計画の見直しや各種施策の展開状況等に応じて，このマスタープランの適切な

見直しを行います。 

 

 

方針２ 

都市づくりに関わる情報の共有 

 

 

都市づくりの取り組みを「協働」によって推進していく上では，都市づくりに関わる情報

が市民・企業・行政等の各主体にひらかれ，共有化されていることが基本となります。 

 

取り組みの方向 

ア 都市づくりについて考える素材となる情報の収集・提供 

・都市づくりに関する情報の収集・提供を総合的に行うしくみを整えます。 

・情報通信技術を活用し，より見やすく，使いやすい情報提供を進めます。 

・地域の自主的な活動の芽を育むため，出前講座の実施など，学習機会の充実を図り

ます。 

 

イ 行政における相談・支援体制の充実 

・地域の自主的な活動を支えるため，取り組みのテーマに応じて行政の相談・支援窓

口の一元化を図ります。 

 

 

方針３ 

都市計画制度の運用におけるわかりやすさと透明性の確保 

 

 

都市計画は，その決定が直接土地利用の制限につながるものであることから，特にわかり

やすさと手続きの透明性に配慮した適切な制度運用が必要です。 
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取り組みの方向 

 

ア 都市計画の案への市民意向の反映 

・都市計画の案の作成にあたっては，説明会や公聴会の開催，計画提案制度の適切な

運用など，市民意向を把握し，案に反映するための取り組みを充実していきます。 

 

イ 都市計画の手続きの透明性確保 

・都市計画の決定にあたっては，案の内容や決定する理由，手続きスケジュールなど

を広く，わかりやすく周知するとともに，意見聴取の機会を充実していきます。 

 

 



 ■
市

民
意

見
か

ら
原

則
設

定
へ

＜
目

標
系

＞
 

   ・
人
々

が
お
互

い
に
助

け
合
う

ま
ち

、
血

の
通

い
合

う
あ

た
た

か
い

ま
ち
 

 ・
年
寄

や
障
害

の
あ
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に

住
め

る
ま

ち
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
な

ど
地

域
の
生

活
者
が
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を
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齢
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も
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が
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・
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が
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原
則

３
：
多
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の
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ま

る
場
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大
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に
し

ま
す
 

３
－
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魅
力
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る
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ョ
ン

等
の
機

会
が
提
供

さ
れ
る

と
と
も
に

自
然

環
境
の

保
全
に

対
す
る

意
識
が

高
ま
る

こ
と
 

・
都
市
住

民
自
ら

の
手
に
よ

る
自
然

環
境
の
管

理
の
仕

組
み
な
ど

に
よ
り

，
幅
広
く

自
然
環

境
が
保
全

さ
れ
る

こ
と
 

２
－
４
 

多
面
的

な
自
然
環

境
へ
の

配
慮
 

・
健
全
な

水
循
環

が
確
保
さ

れ
て
い

る
こ
と
 

・
野
生
生

物
の
生

育
空
間
の

確
保
に

も
配
慮
し

て
，
自

然
環
境
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が

形
成
さ

れ
て
い
る

こ
と
 

２
－
５
 

冬
期
間

の
都
市
活

動
の
維

持
と
寒
さ

や
雪
の

活
用
 

・
冬
期
間

の
道
路

交
通
の
円

滑
化
や

歩
行
環
境

の
向
上

が
図
ら
れ

，
都
市

活
動
が
維

持
さ
れ

る
こ
と
 

・
豊
か
な
屋

内
外

の
公
共
空

間
の
形

成
や
雪
の

冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
活
用

な
ど
，
寒
さ

や
積
雪

を
資
源

と
し
て

と
ら
え
た
，
本

市
独
自

の
取
り

組
み
が

進
め
ら

れ
る
こ

と
 

２
－
６
 

自
然
環

境
や
風
土

特
性
に

配
慮
し
た

都
市
景

観
づ
く
り
 

・
市
街
地

内
の
み

ど
り
や
水

辺
，
地

形
的
な
特

徴
な
ど

が
都
市
景

観
の
な

か
で
活
か

さ
れ
る

こ
と
 

・
明
瞭
な
四

季
の

移
り
変
わ

り
に
よ

る
背
景
の

変
化
，
市
街
地

に
残
る

歴
史
的

遺
構
な

ど
，
本
市
の
個

性
を
表

現
す
る
要

素
に

配
慮
し

た
景
観

づ
く
り

が
進
め

ら
れ
る

こ
と

原
則

１
：

一
人

ひ
と

り
の
暮

ら
し

の
質
の

向
上

を
支

え
ま

す
 

１
－
１
 
個

性
的
で

活
力
の

あ
る
地

域
づ
く
り
 

・
都
市

が
利
便

性
を

保
ち

，
生

活
を

支
え
る

基
盤

と
し

て
機
能

す
る

た
め

に
，

地
域

特
性
に

応
じ

た
適

正
な

密
度

で
人
が

住

み
つ
づ
け

，
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

活
動
等

が
活
発
に

展
開
し

て
い
る
こ

と
 

・
地
域
の

住
民
が

愛
着
と
誇

り
を
も

て
る
，
個

性
的
で

，
魅
力
あ

る
街
並

み
が
形
成

さ
れ
て

い
る
こ
と

 

１
－
２
 
多

様
な
住

ま
い
方

の
選
択

肢
の
確
保
 

・
さ
ま
ざ
ま

な
ラ

イ
フ
ス
タ

イ
ル
を

支
え
る
と

と
も
に

，
家
族
構
成

の
変

化
な
ど
に

応
じ
た

住
み
替
え

も
可
能

と
な
る
よ

う
，

郊
外
の
ゆ

と
り
あ

る
戸
建
住

宅
や
利

便
性
の
高

い
地
域

で
の
集
合

住
宅
な

ど
，
多
様

な
住
ま

い
が
確

保
さ
れ

て
い
る

こ
と
 

１
－
３
 
身

近
な
利

便
性
と

快
適
性

の
確
保
 

・
徒
歩
を

前
提
と

し
た
距
離

圏
で
，

買
い
物
利

便
機
能

な
ど
基
本

的
な
都

市
サ
ー
ビ

ス
機
能

が
享
受
で

き
る
こ

と
 

・
地
域
の

公
園
や

散
策
路
な

ど
，
ゆ

た
か
な
時

間
を
過

ご
せ
る
空

間
が
身

近
に
確
保

さ
れ
て

い
る
こ
と

 

１
－
４
 
だ

れ
も
が

活
動
し

や
す
い

都
市
空
間

の
実
現

 

・
 だ

れ
も
が

利
用
し

や
す
く
，

利
便
性

の
高
い
公

共
交
通

機
関
が
，

交
通
体

系
の
機

軸
を
な

し
て
い

る
こ
と

 

・
 交

通
施
設

や
公
共

的
建
築
物

な
ど
，

多
く
の
人

々
が
利

用
す
る
空

間
の
バ

リ
ア
フ

リ
ー
化

が
図
ら

れ
て
い

る
こ

と
 

 
１

－
５
 
暮

ら
し
の

安
全
と

安
心
の

確
保
 

・
 
都
市
施
設

や
建
築

物
な
ど
が

，
自
然

災
害
や
火

災
な
ど

に
対
し
て

強
い
も

の
で
あ

る
こ
と

 

・
 延

焼
防
止

機
能
を

も
ち
，
避

難
や
救

助
活
動
の

場
と
も

な
る
道
路

や
公
園

な
ど
の
オ

ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス

が
適
切

に
確
保

さ

れ
て
い
る

こ
と
 

・
 交

差
点
や

公
園
な

ど
で
の
見

通
し
の

確
保
な
ど

，
事
故

や
犯
罪
の

未
然
防

止
の
た

め
の
配

慮
が
な

さ
れ
て

い
る
こ

と
 

原
則

を
考
え

る
キ

ー
ワ

ー
ド

 

助
け

合
う
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ

お
年
寄

や
障
害
の
あ
る
人
こ

そ
が
安
心
・
安
全
・

便
利
に
住
め
る

様
々
な
暮
ら
し
方

が
選
択
で
き
る

バ
リ
ア
フ
リ

ー
 

車
な
し
で
も
生

活
で
き
る

残
す
べ

き
緑
地
・
農
地
と
開

発
す
べ
き
地
区
の
明

確
化
 

樹
林
地
の
保
全

農
地
の
保
全
 

人
々
が
話

し
か
け
ら
れ
る
自
然

・
緑
・
公
園

緑
と
教
育
と
の
連

携
・
意
識
啓
発
 

地
域
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

と
し
て
の
公
園
 

量
の
確
保
か
ら

質
的
な
豊
か
さ
へ
 

都
心
で
も
動
物
が
み
ら

れ
る

郊
外
の
緑
が
都
心
に
 

つ
な
が
っ
て
く
る
 

冬
に
も
強

い
公
共
交
通
機
関

雪
対
策
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
 

利
便
性
の
高
い
と
こ

ろ
で
多
く
の
人
が
快

適
に
住
め
る
 

街
並
み
景
観
を
美
し

く
札
幌
の

誇
り
と
個
性
の
重
視

 

都
心
に
機
能
を
集
め
魅

力
を
高
め
る
（
福
祉

、
居
住
）
 

身
近
な
拠
点
の
育

成
散
歩
が

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り

 

都
心
へ
の

乗
り
入
れ
自
粛

パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
 Ｊ
Ｒ
・
地

下
鉄
・
バ
ス
等
の
連

携
 

ポ
イ
ン

ト
を
も
っ
た
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り

オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
 

※
こ

の
図
は
、
都
市
づ
く
り
の
原
則

を
設
定
に
つ
い
て
、
都
市
マ
ス

勉
強
会
で
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ

た
市
民
意
見
か
ら
の
整
理
を
試

み
た
も
の
で
す
。
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 ■
市

民
意

見
か

ら
原

則
・

し
く

み
設

定
へ

＜
進

め
方

系
＞

 
    ・
都

心
部

の
交

通
を

排
除

し
て

歩
行
者

だ
け
に

す
る
と

い
う
時

間
帯

が
あ

っ
て

も
よ

い
の

で
は

な
い
か

 
 ・
眠

っ
て

い
る

施
設
の

開
放
と

利
用

（
各

事
業

所
・

小
学

校
な

ど
）

 
 ・
利

便
性

の
高

い
土

地
の

高
度

利
用

を
誘

導
す

る
と

と
も

に
、
周

辺
の
低

層
建

築
物

主
体

の
住

宅
地
の

環
境
を

保
全
す

る
こ
と

も
大

切
 

・
交

通
の

渋
滞

を
少
な

く
す
る

為
に
、
地

下
鉄

、
バ
ス

タ
ー
ミ

ナ
ル

等
の

そ
ば

に
市

の
安

い
駐

交
通
場

を
設
置

す
べ
き

な
の
に

、
ど

ん
ど

ん
都

心
に

駐
車

場
を

作
る

の
は

間
違

っ
て

い
る
 

  ・
都

心
の

全
体

像
を

示
し
、
市

民
に

ア
ピ

ー
ル

す
る
こ

と
が
重

要
。
す
な

わ
ち

交
通

、
景

観
な

ど
の
個

別
の
方

針
を
ト

ー
タ
ル

で
整

理
し

、
全

体
像

の
見

え
る

方
針

が
必

要
 

・
札

幌
市

と
し

て
、
都

市
空

間
形
成

の
基

本
的

な
方
針
（

根
幹

を
な

す
考

え
方

）
の

提
示

が
必

要
 

・
市

街
化

調
整

区
域
を

一
律
に

規
制
す

る
こ

と
に

限
界
が

あ
る

。
調

整
区

域
は
「

こ
う
あ

る
べ

き
」
と

い
う
方

針
が
必

要
 

・
市

街
地

内
部

を
高
密

度
化
し

つ
つ
、
そ

こ
で

豊
か
な

住
環

境
を

実
現
し

て
い

く
た

め
に

、
具

体
的
な

住
宅
の

青
写
真

（
コ
ー

ポ
ラ

テ
ィ

ブ
住

宅
な

ど
）

を
考

え
て

お
く

こ
と

が
重

要
 

・
交

通
ア

ク
セ

ス
手
段

も
、
赤

字
解
消

だ
け
が

目
的
で

は
不

可
。
哲

学
を

し
っ

か
り

も
つ

べ
き

で
あ
る

。
 

・
幹

線
道

路
の

整
備
に

力
点
を

お
く
よ

り
、
生

活
者
・
歩

行
者

の
立

場
に

立
っ

た
道

づ
く

り
な

ど
人
に

や
さ
し

い
安
全

な
交
通

環
境

を
創

出
す

る
こ

と
が

重
要

 
 ・
ハ

ー
ド

整
備

と
と

も
に

ソ
フ

ト
整

備
（

自
分

た
ち
の

ま
ち

は
自

分
た
ち

で
つ

く
る

と
い

う
意

識
な
ど

）
を
急

ぐ
べ
き

 
・

用
途

地
域
に

よ
る
規

制
だ
け

で
は

な
く

、
景

観
・

デ
ザ

イ
ン

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

必
要
 

・
例

え
ば

戸
建

住
宅

が
建

ち
並

ぶ
地

区
に

お
い

て
、
現

行
の

法
律

の
範
囲

内
だ

か
ら

と
い

っ
て

突
然
高

層
マ
ン

シ
ョ
ン

が
建
ち

並
ぶ

と
い

う
こ

と
は

い
か

が
な

も
の

か
と

思
う

 
・
一

定
規

模
以

上
の

マ
ン

シ
ョ

ン
を

建
築

す
る

と
き

に
、
オ
ー

プ
ン
ス

ペ
ー

ス
（

空
地
）
の

確
保

を
義

務
づ
け

ら
れ
な

い
か
 

・
例

え
ば

地
下

鉄
の

延
長

を
検

討
す

る
と

し
て

も
、

た
だ

そ
れ

だ
け

を
考

え
る

の
で

は
な

く
、

パ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
ラ

イ
ド

駐
車

場
の

整
備

な
ど
の

施
策

も
セ

ッ
ト
で

考
え
る

な
ど
、
総

合
的

な
検

討
が
必

要
 

・
こ
れ

か
ら
ど

の
よ
う

に
し
て

み
ど

り
を

充
実

し
て

い
く

の
か

、
そ

の
推

進
方

策
が

必
要
 

 ・
具

体
的

な
市

民
参

加
の

あ
り

方
と

し
て

、
地

域
の
将

来
コ

ン
セ

プ
ト
を

考
え

る
段

階
か

ら
計

画
決
定

の
段
階

ま
で
、

各
段
階

で
参

加
の

機
会

が
保

障
さ

れ
る

べ
き

だ
 

  ・
行
政

・
企
業

・
市
民

、
三
位

一
体

で
の

ま
ち

づ
く

り
を

！
 

・
市

民
は

自
立

と
責

任
に

も
と

づ
い

て
ま

ち
づ

く
り

に
参

加
し

、
行

政
は

そ
の

よ
う

な
動

き
を

き
め
細

か
く
支

援
す
る

 
・

住
民

参
加
に

つ
い
て

は
、
法

律
に

基
づ

く
「

縦
覧

」
と

い
う

手
続

き
だ

け
で

は
不

十
分
 

・
地
区

毎
の
個

性
を
住

ん
で
い

る
人

が
発

見
し

て
そ

れ
を

生
か

せ
る

よ
う

な
ま

ち
づ

く
り
 

・
広
い

地
域
に

ま
た
が

る
問
題

で
は

、
市

民
に

よ
る

本
当

の
合

意
は

可
能

だ
ろ

う
か

 
 ・
理

念
に

つ
い

て
は

良
い

と
思

え
て

も
、
そ
こ

か
ら
具

体
の

施
策

が
出
て

き
た

と
き

に
納

得
で

き
な
い

も
の
と

な
っ
て

い
る
こ

と
も

多
い

。
そ

の
部

分
を

か
た

ち
づ

く
る

プ
ロ

セ
ス

を
き

ち
ん

と
公

開
し
て

い
く
よ

う
な
し

く
み

が
重

要
 

・
そ

も
そ

も
都

市
計

画
と

は
な

ん
な

の
か

分
か

ら
な

い
。
行

政
と

市
民
が

情
報

提
供

を
共

有
す

る
べ
き

 
・
様

々
な

地
域

に
応

じ
た

更
新

パ
タ

ー
ン

の
提

示
な

ど
、
地

域
が

ま
ち
づ

く
り

を
考

え
て

い
く

た
め
の

情
報
提

供
も
必

要
 

・
建

築
協

定
や

地
区
計

画
な
ど

の
制
度

を
市

が
も

っ
と
宣

伝
す

れ
ば

、
市

民
も
「

こ
う
い

う
方

法
が
あ

る
」
と

話
し
合

い
も
進

む
の

で
は

な
い

か
 

 ・
住
民

参
加
に

つ
い
て

は
、
法

律
に

基
づ

く
「

縦
覧

」
と

い
う

手
続

き
だ

け
で

は
不

十
分
 

・
市
民

と
行
政

が
対
話

で
き
る

場
を

日
常

的
に

設
け

て
お

く
こ

と
が

必
要
 

 

 
   

 
                                                                ※
な
お
、
最
下
段
の
「
し
く
み
」
は
、
原
則
を
述
べ
て

い
る
第
３
章
で
は
な
く
、
第
５
章
に

該
当
し
ま

す
が
、

中
段

の
原
則
５
-３

の
具
体
的
な

内
容
を
示

し
て
い
る
関
係
上
、

都
市
づ
く

り
の
“
進
め
方
系
”

と
し
て
 

一
体
的
に
議
論
す
べ

く
、
こ
こ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

 

市
民

意
見

 

原
則
４

：
既

存
資

源
を

上
手

に
再
生

・
活

用
し
ま

す
 

４
－
１
 

魅
力
あ

る
資
源
の

効
果
的

な
活
用
 

・
公

園
・

緑
地

や
河
川

，
歩

行
者
・

自
転

車
道

な
ど

，
多

様
な

オ
ー
プ

ン
ス
ペ

ー
ス

が
相
互

に
連

携
・

接
続

さ
れ

る
こ

と
に
よ

り
，
各
要

素
が
利

用
し
や
す

く
な
り

，
ま
た
，

都
市
空

間
の
魅
力

が
高
ま

る
こ
と
 

・
地
域

の
個
性

を
演
出

す
る
街

路
や
建

物
，
樹

木
な
ど

が
，
街
並

み
の
な

か
で
効
果

的
に
活

か
さ
れ
て

い
る
こ

と
 

・
市
街

地
内
の

遊
休
地

な
ど
が

，
地
域

や
都
市

全
体
の

魅
力
を
高

め
る
観

点
で
効
果

的
に
活

用
さ
れ
る

こ
と
 

 
４
－
２

 
活
用

方
法
の
工

夫
に
よ

る
機
能
の

確
保
・

向
上
 

・
道
路
空

間
や
公

共
施
設
等

の
利
用

の
時
間
的

・
空
間

的
な
有
効

活
用
に

よ
り
，

十
分
な

機
能
の

発
揮
が

な
さ
れ

る
こ
と
 

・
道
路
等

を
イ
ベ

ン
ト
空
間

と
し
て

利
用
す
る

な
ど
，

公
共
空

間
の
多

面
的
活

用
が
図

ら
れ
る

こ
と
 

４
－
３
 

長
期
的

な
維
持
・

活
用
 

・
公
共

施
設
等

が
，
適

切
に
維

持
管

理
さ
れ
る

と
と
も

に
，
必

要
に
応

じ
て
改
修

，
多
用

途
へ

の
転
用

な
ど
が

検
討
さ
れ

，
長
期

的
に
活
用

さ
れ
る

こ
と
 

・
新
た
な

公
共
施

設
等
の
整

備
に
お

い
て
，
次

世
代
に

引
き
継
ぎ

得
る
質

の
高
さ

を
確
保

す
る
こ

と
 

４
－
４
 

既
存
資

源
の
活
用

を
促
す

都
市
構
造

へ
の
誘

導
 

・
地
下
鉄

を
は
じ

め
と
す
る

既
存
の

公
共
交
通

機
関
が

利
用
し
や

す
い
都

市
開
発

を
誘
導

す
る
こ

と
 

・
さ
ま
ざ

ま
な
利

便
施
設
等

の
ス
ト

ッ
ク
が
豊

富
な
既

成
市
街
地

で
の
居

住
を
支

え
る
こ

と
 

原
則

５
：

施
策

の
総

合
化
・

重
点

化
と

協
働

を
重

視
し
ま

す
 

５
－

１
 
明

確
な
目

標
に
も

と
づ
く

施
策
展
開
 

・
施
設
整

備
や
土

地
利
用

誘
導
に

お
い
て

，
目
指

す
べ
き

価
値
観

が
事
前

に
明
確
化

さ
れ
共

有
さ
れ
て

い
る
こ

と
 

・
地

域
課

題
の
緊

急
性

や
ま

ち
づ

く
り
の

機
運

，
市

内
外

へ
の

効
果

の
波

及
度

な
ど

を
ふ
ま

え
て

施
策

展
開

の
優

先
度

を
明

確

に
し
，
確

実
で
効

果
の
高
い

都
市
づ

く
り
を
進

め
ら
れ

る
こ
と
 

５
－

２
 
多

様
な
取

り
組
み

の
組
み

合
わ
せ
と

柔
軟
な

制
度
活
用
 

・
土
地
利

用
誘
導

や
施
設

整
備
，

ソ
フ
ト

施
策
等

の
多
面

的
な
組

み
合
わ

せ
に
よ
り

，
施
策

展
開
の
効

果
を
一

層
高
ま
る

こ
と
 

・
明
確
な

目
標
の

実
現
に

む
け
た

施
策
展

開
を
支

え
る
観

点
か
ら

，
制
度

の
柔
軟
な

活
用
を

検
討
さ
れ

る
こ
と

 

５
－

３
 
共

有
さ
れ

る
都
市

づ
く
り

の
プ
ロ
セ

ス
 

・
計

画
づ

く
り
か

ら
施

設
整

備
，

管
理
ま

で
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
に

お
い

て
，

市
民

等
の
か

か
わ

り
の

機
会

が
確

保
さ

れ
て

い
る
こ
と
 

・
地
域
の

自
主
的

な
活
動

の
積
み

重
ね
が

，
地
域

の
魅
力

を
高
め

，
ひ
い

て
は
都
市

全
体
の

魅
力
向
上

に
つ
な

が
る
こ
と
 

原
則

を
考

え
る

キ
ー
ワ

ー
ド

 
原
則

等
設

定
＜

進
め

方
系

＞

し
く

み
：

都
市

づ
く

り
の

取
り

組
み
に

お
け

る
「
協

働
」

の
し

く
み

を
充

実
し
ま

す
 

６
－
１
 

取
り
組

み
の
内
容

に
応
じ

た
多
様

な
「
協

働
」
 

・「
企
画
・
計
画
」
か
ら
「
事
業

等
の

実
施
」
，
「

維
持
・
管
理
」
，
「

評
価
・
見
直
し
」
ま

で
，
取
り
組
み

の
各
段

階
で
，
協
働

の
取
り
組
み

を
進
め

ま
す
。
 

・
継
続
的

に
取
り

組
み
を
推

進
す
る

体
制
を
，

テ
ー
マ

に
応
じ
て

適
切
に

つ
く
り
ま

す
。
 

・
線

引
き

や
用
途

地
域
，

周
辺

市
と

連
絡

す
る
幹

線
道

路
な

ど
．

広
域
的

な
影
響

を
も

つ
事

項
に

つ
い
て

は
，

多
様

な
立

場
の

利
害

を
よ

り
総
合

的
視

点
か

ら
調

整
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

た
め

，
行
政

の
主

体
性

と
責

任
が

強
く

求
め
ら

れ
ま
す

。
そ

の

た
め
，
行

政
か
ら

の
充
分
な

情
報
提

供
と
幅
広

い
意
見

交
換
の
も

と
，
具

体
の
取
り

組
み
を

進
め
ま
す

。
 

・
地

区
計

画
や
住

宅
市
街

地
内

の
生

活
道

路
な
ど

，
地

域
的

な
事

項
に
つ

い
て
は

，
地

域
住

民
の

自
主
的

な
関

わ
り

が
特

に
重

要
で

す
。

行
政
は

，
地

域
の

自
主

的
な

活
動

へ
の

支
援

や
，

全
市

的
な
観

点
か

ら
の

取
り

組
み

の
方

向
性
の

調
整
を

行
い

ま

す
。
 

・
地

域
の

主
体
的

な
取
り

組
み

を
行

政
が

支
援
し

，
地

域
ご

と
の

都
市
づ

く
り
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
定
め

る
な

ど
，

き
め

細
か

な
協

働
の

都
市
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。
そ

の
際

，
施

設
等

の
維

持
管
理

や
建

物
更

新
の

段
階

的
誘

導
な
ど

，
事
後

の
継

続

的
展
開
を

も
視
野

に
入
れ
た

推
進
体

制
づ
く
り

を
重
視

し
ま
す
。
 

・
個

別
の

施
策

が
相

互
に

整
合

し
て

展
開

さ
れ
，

総
合

的
か

つ
一

体
的
な

都
市
づ

く
り

が
推

進
さ

れ
る
よ

う
，

関
係

部
局

が
こ

の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ

ン
を
共
有

し
，
個

々
の
取
り

組
み
に

つ
い
て
マ

ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と

の
整
合

を
確
保
し

ま
す
。

 

・
各

種
施

策
を

効
率

的
・

効
果

的
に

推
進

す
る
た

め
，

行
政

の
関

係
部
局

間
で
の

連
携

・
協

力
を

一
層
強

め
，

テ
ー

マ
に

応
じ

た
推

進
体

制
の
も

と
で

総
合

的
な

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

特
に

，
都
市

づ
く

り
の

力
点

に
掲

げ
た

５
つ
の

テ
ー
マ

に
つ

い

て
は
，
行

政
と
し

て
も
積
極

的
か
つ

重
点
的
に

取
り
組

み
を
推
進

し
ま
す

。
 

・
上
位
計

画
の
見

直
し
や
各

種
施
策

の
展
開
状

況
等
に

応
じ
て
，

こ
の
マ

ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の

適
切
な
見

直
し
を

行
い
ま
す

。
 

６
－
２
 

都
市
づ

く
り
に
関

わ
る
情

報
の
共

有
 

・
都
市
づ

く
り
に

関
す
る

情
報
の

収
集
・

提
供
を

総
合
的

に
行
う

仕
組
み

を
整
え
ま

す
。
 

・
情
報
通

信
技
術

を
活
用

し
，
よ

り
見
や

す
く
，

使
い
や

す
い
情

報
提
供

を
進
め
ま

す
。
 

・
地
域
の

自
主
的

な
活
動

の
芽
を

育
む
た

め
，
出

前
講
座

の
実
施

な
ど
，

学
習
機
会

の
充
実

を
図
り
ま

す
。
 

・
地

域
の
自

主
的

な
活
動
を

支
え
る

た
め
，
取
り
組

み
の
テ
ー
マ

に
応
じ

て
行
政
の

相
談
・
支
援
窓
口

の
一
元

化
を
図
り

ま
す

。
 

６
－
３
 

都
市
計

画
制
度
の

運
用
に

お
け
る

わ
か
り

や
す
さ

と
透
明

性
の
確

保
 

・
都

市
計

画
の
案

の
作
成

に
あ

た
っ

て
、

説
明
会

や
公

聴
会

の
開

催
、
計

画
提
案

制
度

の
運

用
な

ど
、
市

民
意

向
の

把
握

・
反

映
の
た
め

の
取
り

組
み
を
充

実
し
て

い
き
ま
す

。
 

・
都

市
計

画
の
決

定
手
続

き
に

あ
た

っ
て

、
手
続

き
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や
案

の
内
容

を
広

く
・

わ
か

り
や
す

く
周

知
す

る
と

と
も

に
、
意
見

聴
取
の

機
会
を
充

実
し
て

い
き
ま
す

。
 

時
間
帯
に
よ

る
多
様
な
活
用

遊
休
施
設
の

有
効
活
用

土
地
利
用
の
メ

リ
ハ
リ

土
地
利
用
の
計
画

性
 

個
別
方
針
か

ら
全
体
像
の
呈
示
へ

根
幹
を
な
す
考
え
方
、

哲
学
が
重
要

車
中
心
か
ら
生
活
者

・
歩
行
者
中
心
へ

ハ
ー
ド
＋

ソ
フ
ト
 

総
合
的
な
規
制

、
総
合
的
な
施
策
展

開

現
行
制
度
を
越
え

る
・
補
完
す
る
必
要

性
 

ま
ち
づ
く
り

の
各
段
階
で
の
参
加

の
機
会
の
保
障

三
位

一
体
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
主
体

・
行
政
支
援
 

プ
ロ
セ
ス
の
公

開
 

都
市

計
画
の
多
様
な
情
報

提
供
 

手
続
き
の
充
実

市
民

と
行
政
が
日
常
的
に

対
話
で
き
る
場

※
こ

の
図
は
、
都
市
づ
く
り
の
原
則

を
設
定
に
つ
い
て
、
都
市
マ
ス

勉
強
会
で
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ

た
市
民
意
見
か
ら
の
整
理
を
試

み
た
も
の
で
す
。
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